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国
道
三
五
五
号
泉
地
内
、
愛
宕
山
へ
の
登
り
口
十

字
路
の
南
東
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
位
置
す
る
南

八
坂
神
社
付
近
の
竹
林
の
中
に
、
古
い
地
蔵
が
二
体

ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
古
老
の
話
で

は「
奥
州
仙
台
ア
ボ
ハ
ラ
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
親
子

地
蔵
だ
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
そ
こ
か
ら
北
へ
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
北
八
坂
神
社
手
前
の
畑
に
建
つ

地
蔵
も「
オ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
」
の
伝
承
を
持
つ

道
沿
い
に
建
つ
対
の
地
蔵
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
千
年
も
昔
、
源
義
家
が
奥
州
征
伐（
一
〇

五
一
～
一
〇
八
三
）に
多
く
の
兵つ

わ
も
の

を
引
き
連
れ
行
き

交
っ
た
古
代
官
道
が
下
安
居
地
内
を
通
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
は
、
源
頼
朝
も
後
に
岩
間
上
郷
、
宍
戸

地
区
を
支
配
す
る
八
田
知
家
、
宍
戸
家
政
と
と
も
に

佐
竹
氏
討
伐（
一
一
八
〇
）
に
行
き
交
っ
た
道
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
道
よ
り
三
キ
ロ
ほ
ど
西
に
、
泉
地

区
か
ら
下
郷
、
上
郷
、
そ
こ
か
ら
先
、
大
古
山
、
矢

野
下
、
随
分
附
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
古
代
官
道
へ
つ
な

が
り
、
水
戸
地
内
河か

わ
ち
の
う
ま
や

内
駅
家（
八
一
二
年
廃
止
）
を

北
進
し
、
陸
奥
国
府
多
賀
城
付
近
仙
台
周
辺
ま
で
、

「
オ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
」
と
い
わ
れ
た
も
う
一
本

の
道
が
、
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
最
近
推
測
し

て
い
ま
す
。
は
っ
き
り
し
な
い
地
点
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
道
筋
に
は
現
在
も
古
老
た
ち
の
言
い
伝

え
る「
オ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
」
と
い
う
言
葉
や
伝

承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
泉
地
区
か
ら
北
へ
向
か
い
岩
間
下
郷
に
入

る
と
八
幡
神
社（
現
六
所
神
社
）
が
あ
り
、
義
家
の

戦
勝
祈
願
に
地
元
の
者
た
ち
が
祠
を
建
て
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
す
ぐ
脇
の
愛
宕
山
登
り
口
路
傍
に
は
江
戸

時
代
建
立（
一
六
九
五
）
で
は
あ
り
ま
す
が
、
三
体

目
の「
奥
州
仙
台
ア
ボ
ハ
ラ
地
蔵
」
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
仙
台
の
行
者
が「
オ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
」

か
ら
こ
の
地
へ
辿
り
つ
き
、
生
き
倒
れ
に
な
っ
た
者

を
弔
っ
た
地
蔵
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
細
い
道

を
さ
ら
に
北
へ
な
だ
ら
か
に
下
る
と
、
上
郷
の
田
園

地
帯
に
出
ま
す
。
こ
こ
に
は
御み

そ
さ
く
正
作（
領
主
の
直
営

田
）
や
堀
ノ
内（
領
主
館
）
の
地
名
が
残
り
、
宍
戸

家
政
の
所
領
地
宍し

し
ど
の戸
荘し

ょ
う

と
伝
え
ら
れ
、
領
主
が
馬
に

跨ま
た
が

り
鎌
倉
幕
府
へ
行
き
交
っ
た
街
道
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
街
道
東
側
に
は
佐
藤
林
と
い
わ
れ
る
平
地

林
が
広
が
り
、
こ
こ
に
住
み
続
け
た
佐
藤
家（
一
七

〇
七
年
銘
位
牌
を
有
す
る
）
の
伝
承
に
よ
る
と「
林

の
中
に
あ
る
幾
つ
か
の
塚
を
掘
る
と
た
く
さ
ん
の
馬

の
死
骸
が
現
わ
れ
、
有
毒
な
煙
が
立
ち
上
り
掘
り
起

こ
し
た
者
は
こ
と
ご
と
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
祟た

た

り

と
思
い
、
馬
の
霊
を
弔
っ
て
現
在
の
室
野
地
内
の
馬

頭
観
音
堂
を
作
っ
た
。
遠
い
昔
、
東
北
に
戦
い
に
行

く
た
く
さ
ん
の
武
士
が
こ
の
地
を
通
り
、
亡
く
な
っ

た
馬
を
埋
め
て
い
っ
た
の
だ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
林
の
南
東
に
は「
奥
州
ヶ
池
」
と
呼
ば
れ
る
小

さ
な
池
も
あ
り
、
涸
沼
川
の
支
流
桜
川
へ
流
れ
込
む

「
軍
勢
川
」
や
岩
間
支
所
周
辺
の「
白
旗
」
と
い
う
小

字
名
等
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
か
ら
涸
沼

川
を
渡
り
、
矢
野
下
を
抜
け
、
随
分
附
、
鯉
淵
方
面

へ
進
み
、
古
代
官
道
へ
合
流
す
る
も
う
一
本
の
細
い

「
オ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
」が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

奥
州
征
伐
へ
の
何
万
と
い
う
兵
が
一
度
に
集
ま
る
わ

け
も
な
く
、
少
し
ず
つ
あ
ち
こ
ち
の
領
主
が
領
民
を

集
め
な
が
ら
の
行
軍
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
を
生
み

な
が
ら
歴
史
は
語
り
継
が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

（
市
史
研
究
員
　
川か

わ
さ
き﨑 

史ふ
み
こ子
）

第72回

岩
間
泉
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承
　
オ
ウ
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ

路
傍
に
建
つ「
奥
州
仙
台
ア
ボ
ハ
ラ
地
蔵
」

奥州仙台アボハラ地蔵
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